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研究成果の概要（和文）：本研究では、ビジネス・エコシステム論を元に観光ビジネスを捉えた。ビジネス・エコシス
テム論では、多様なアクターの共生に焦点をあてる。エコシステムの境界線は不明確であり、境界は新たなアクターや
、アクターの変化に影響を与える。こうした視点は、CSVや価値共創、さらには関係性マーケティングといった諸研究
とも結びつく。本研究では、複数ケーススタディを用い、観光ビジネスにおけるアクター間の活動と変化を捉えた。

研究成果の概要（英文）：This study showed leisure business based on business ecosystems. Business 
ecosystems studies focus on the co-exist on various actors. Boundaries of ecosystems are always unstable, 
they affect to emergence of new actors and change of actors. This study are closely tied to CSV, 
co-creation, and relationship marketing studies. This study indicated actors behaviour and change in 
leisure business using multiple case studies.

研究分野： 観光計画
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１．研究開始当初の背景 
 経済社会の変動は新たな事業の設計思想
のもとに様々なビジネスシステムのイノベ
ーションを生み出してきた。加護野(2005）は
それらを①組み合わせの経済、②速度の経済、
という２つの設計思想のもとに収斂できる
とした。この２つの設計思想は「規模の経済」
中心主義に基づく伝統的事業設計思想に対
する新たな視点の採用である。しかしながら、
観光分野ではその特性の理論的検証を踏ま
えないまま多くのビジネスシステムが自走
する現象を生み出してきた。もちろん観光分
野に限らず、あらゆるビジネスは個別の特性
を有するが、特に観光分野においては「属地
性」と「領域境界の不明確性」という特性を
指摘することができる。それが観光ビジネス
の現場に多くのアクターを存立させる原因
となっている。その中にはビジネスの論理を
排するものすら認められるのであり、その共
生のため論考はきわめて今日的な課題とな
っている。財団法人日本交通公社「旅行年報」
によると国内旅行業者の10年間(2000～2009)
の旅行取扱高によれば、総額で 8.54 兆円から
6.11 兆円の減少、ホテル・旅館の市場規模に
ついても同様で、財団法人日本生産性本部
「レジャー白書」によると 3.64 兆円から 3.16
兆円の減少という趨勢である。一方、わが国
では 2002 年の「経済財政運営と構造改革に
関する基本構想」において観光分野が国策レ
ベルで重視されることになったものの、「現
象」と「構想」の乖離の大きさは実は解消し
ていなかった。 
  
２．研究の目的 
 以上の状況を踏まえ、われわれは、観光ビ
ジネスに焦点を当て、ビジネス・エコシステ
ムや、CSV の観点から考察を行った。この試
みは、我が国の今後の基幹ビジネスの一つと
しても位置付けられる観光ビジネスの在り
方を明らかにするとともに、ビジネス・エコ
システムという、旧来よりも広い視点からビ
ジネスを捉えようとする理論枠組みの可能
性を提示するものである。 
 特にビジネス・エコシステムに関する研究
は徐々に増えてきており、その定義も多様に
なりつつある。とはいえ、最も中心的な研究
の一つとして位置付けられるイアンシティ
の研究によれば、ビジネス・エコシステムは、
旧来的なビジネスシステムが取りこぼして
きた外部性やアクターまでをも取り込んだ
共生の論理である。 
 外部性にまで焦点を当てるという場合、ビ
ジネス・エコシステム研究の課題として、こ
うした外部性やアクターをどこまで論理的
に選択しうるのかという点が指摘されてい
る。論理的な拡大志向は、とにかく分析範囲
を広げれば良いという帰結を導きかねない。
この点については、非営利組織や公共組織の
マーケティング分析において利用される、関
係性という観点が有用になるものと思われ

た。非営利組織や公共性のマーケティングで
は、不確定な境界を巡る議論こそが、重要な
問題の一つとなる。この視点を観光ビジネス
にあてはめるのならば、観光ビジネスにとっ
て資源でもあり、同時に観光ビジネスの外部
にも位置づけられる観光資源や住民の存在
をめぐる不確定性の分析こそが、ビジネス・
エコシステムにとって重要な課題だと考え
られるのである。こうした視点は、ビジネス
システム研究はもちろん、類似した研究の方
向性を持つアライアンス研究やネットワー
ク論においても、恣意的に排除されてきた問
題であったといえる。 
 こうしてビジネス・エコシステムは観光ビ
ジネスを捉えるにあたって重要な視座を提
示すると思われるが、その妥当性に関しては
未だはっきりとはしていない。イアンシティ
たちの研究もまたあくまで産業財を中心に
しており、観光ビジネスといういささか通常
のビジネスとは異なった対象をどこまでと
らえうるものであるか、これ自体が議論とな
るだろう。むしろ広く CSV の観点の考察が
必要とされる可能性もあると考えられた。 
 
３．研究の方法 
 主要な観光ビジネスに焦点をあて、定性的
なインタビュー調査を中心にしながら、現場
に赴いて実地調査を進めた。また、研究会を
定期的に開催し、研究の進捗を確認するとと
もに、観光ビジネスに携わる人々にも研究会
に参加してもらうことを通じて、創発的な研
究の推進を試みた。 
 
４．研究成果 
 ビジネス・エコモデルは、旧来のビジネス
モデルよりも広く、ビジネスのありようを生
態系になぞらえて捉えようとする。そのより
実践的な意義は、ポーターによって提唱され
る CSV に近いものと考えられる。 
 ポーターは、CSV＝共通価値という概念を
もとにしながら、社会性を伴うビジネスのあ
りようこそが、今日では収益性に結びつくと
考える。この考え方は、例えば日本では古く
から伝わる「三方良し（買い手よし、売り手
よし、世間よし）」に通底しており、社会的
課題やニーズに対する企業活動による問題
解決は、その背後に、買い手はもとより、彼
らを取り巻く「世間」とも関わりを持った活
動の存在が示唆されている。ビジネス・エコ
システムが焦点を当てる多様なアクターの
存在は、まさに世間のありようであり、観光
ビジネスにおいては、こうした多様なアクタ
ーとの関係性を維持・構築しながら、自らの
ビジネスを形成する必要性がある。その中で
は、共生しているエコシステムへの理解が重
要になると考えられる。 
 こうした問題意識を元に、複数事例の考察
を進めた。特に本研究にとって意義を持った
のは、大きく 4つの事例分析であった。 
 一つ目は、瀬戸内芸術祭の考察を通じて示



された、地方の活性化施策についてである。
現代アートを活用した新しい形のアートツ
ーリズムは、若者を中心とする東海の人々が、
これまで訪問することのなかった遠方の里
山や島々を訪れる契機を与えた。さらに、そ
の背後にはベネッセを中心とした企業の存
在や、彼らが直島において活動し、地元の
人々と作り上げてきた関係性が存在してお
り、これらを踏まえたエコシステムを無視し
て今日の CSV は捉えることができない。現代
アートという地方には意外な新しい切り口
が、地域にこれまで気づかなかった価値を作
り上げ、新しいコンセプトで考えられたまち
づくりが、結果として人を呼び、観光資源と
なったと考えられた。 
 二つ目は、東京マラソンにみるスポーツツ
ーリズムの可能性である。大都市における大
規模イベントは、多様なアクターが介在し、
また政治的、商業的側面も強く有するためそ
のマネジメントが非常に重要になる。そうし
た中にあって、単なる「観戦型」スポーツイ
ベントとしてではなく、実施後の広がりまで
を見据えた中長期的な観点からのマネジメ
ントが行なわれ、人とのつながり、時間との
つながり、さらには空間とのつながりという
観点から観光ビジネスを捉えられることが
示された。東京マラソンでは、参加者だけで
はなく、応援者、地域住民、地域商業者、さ
らには政治的な状況を含め、創発的に CSV が
形成されているものと考えられた。 
 三つ目は、バリに代表される海外リゾート
の観光ビジネスである。これまでの事例と同
じように、観光に際しては観光客のみならず、
彼らが訪れる現場に住む住民たち、さらには
そこで展開される商業との関係性の構築や
マネジメントが重要になる。さらには、国を
越える場合には国家や行政の役割も非常に
大きくなり、土地の問題も常に生じることが
確認された。こうした中にあって、今日では、
ディスティネーション・マーケティングとい
う観点からも、時間軸を含めたマーケティン
グ施策の必要性が重要になっていることが
確認された。 
 最後に四つ目として、より長期的な時間を
捉える湯布院のまちづくりがある。10 年や
20 年というスパンではなく、100 年を念頭に
おいたまちづくりの可能性は、多様なアクタ
ーの介在はもちろん、次世代までを巻き込ん
だ共生のあり方を志向し、今何をするべきな
のかという問題について新しい視座を与え
るものと思われた。 
 そのほか、複数の事例が考察され、それぞ
れに多様なアクターたちがビジネス・エコシ
ステムを形成し、観光ビジネスを作り上げて
いることが確認された。こうしたビジネスの
ありようは、ビジネスの安定性の基盤である
とともに、ビジネス変革の際には注目すべき
ポイントとなる。アクターの多様性に注目し、
エコシステムの境界線が変更されることを
捉えることにより、新しいアクターが現れ、

これまでのアクターも形を変えていく過程
が理解できるようになる。この理解を通じて、
現在のビジネスのありようとは異なる、新し
い可能性を描き出すことができると考えら
れる。 
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